
後藤寺駅前整備については、様々な課題があり、着工前にそれらを
解消することを目的に「着工に至るための三条件」を設定している。
今年度は、この三条件の確認や関係機関との協議を実施している。

⑴ 本整備により本市の財政状況が逼迫する恐れが生じないとの
見通しが立つこと。

⑵ 駅前広場の拡大に伴い移転となる全ての関係家屋の協力が確
認できること。

⑶ 県道後藤寺停車場線の拡幅整備の協力が得られること。

「着工に至るための三条件」の進捗状況について 資料２

１

「着工に至るための三条件」
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基本構想の広場最大案での駅前広場及び県道等の整備における
概算事業費の算出を行っている。
【主な整備項目】

引き続き、国、県等の関係機関と財源等について相談を進める。

１ 整備費について

「着工に至るための三条件」の進捗状況について

駅前広場整備 道路整備

１ 広場整備工事 道路改良工事

２ 移転補償費 交差点改良工事

３ 用地費 移転補償費

４ 用地費



２ 地権者の意向確認状況について
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「着工に至るための三条件」の進捗状況について
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「着工に至るための三条件」の進捗状況について

県に整備構想案を報告するとともに渋滞状況など現状の問題点の
解消について相談を行った。
田川市において事業規模や地権者の意向等を明確にし、令和５年
度から本格的に関係機関と協議を進めたい。

３ 県道拡幅に係る関係機関への相談状況について

相談内容

県への相談状況

回数 年月日

１回目 令和４年５月１０日

２回目 令和４年５月２６日

３回目 令和４年１２月２６日

４回目 令和５年３月１０日


